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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期
第１四半期
累計期間

第41期
第１四半期
累計期間

第40期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （百万円） 3,521 3,940 18,613

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △93 246 1,070

四半期（当期）純利益又は四半

期純損失（△）
（百万円） △96 243 1,005

持分法を適用した場合の投資利

益
（百万円） - - -

資本金 （百万円） 3,600 3,600 3,600

発行済株式総数 （千株） 21,034 21,034 21,034

純資産額 （百万円） 19,384 20,410 20,514

総資産額 （百万円） 22,355 22,925 23,772

１株当たり四半期（当期）純利

益金額又は１株当たり四半期純

損失金額（△）

（円） △5.03 12.70 52.47

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） - - -

１株当たり配当額 （円） - - 18.00

自己資本比率 （％） 86.7 89.0 86.3

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移

については記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係

会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクに重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績の状況

　①経営成績

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用情勢や企業収益の改善、原油価格下落の影響や各種政策の

効果を背景に、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。国内レディースインナーウェア市場におきまして

は、個人消費の足踏みが続く中、アジア圏における人件費の上昇や円安に伴う原材料価格の高騰など、依然として

厳しい環境が続きました。

このような経営環境のもと、当社は「女性を元気にする日本一のグループ」を目指して、美と健康の事業領域

を中心に、他社との差別化が図れる独自性のあるシャルレらしい「もの」や、喜びや感動を与える「こと」の提供

を追求してまいりました。また、生涯を通じていきいきと輝いている「ひと」をサポートするため、女性たちに活

躍の機会を提供し、地域を活性化することによって、豊かな社会の実現を目指してまいりました。その為に、シャ

ルレらしい高機能、高付加価値の商品の開発、並びに次世代を担うビジネスメンバーの育成や教育、支援等による

組織の再活性化に積極的に取り組みました。その結果、当第１四半期累計期間における経営成績は増収、増益にて

推移いたしました。また、平成27年６月に執行役員制度を導入することにより、経営の意思決定や監視・監督機能

と業務執行機能を分離し、意思決定及び業務執行の迅速化を実現する経営体制を整えました。

衣料品類におきましては、30代から40代層をターゲットにした新ブランド「シャルレ セルフィア」を本格展開

し、バストの揺れをおさえて大胸筋を鍛える「美意識ブラジャー」や、前身頃・上下後身頃の３面の立体設計で無

理な負荷をかけずに自然にウエストラインを整える「くびれマジックインナー」、ヒップを下方から引き締めて横

の広がりを押さえる「美小尻ショーツ」を新定番商品として発売いたしました。新ブランド立ち上げに伴い、専用

ＷＥＢサイトや雑誌掲載等による広告宣伝やビジネスメンバー向けの販促キャンペーンの実施により、ビジネスメ

ンバーの活動意欲が高まり、売上高は好調に推移しました。また、アウターブランドである「シャルレドレッセ」

では夏向け商品の売上が好調に推移しました。

化粧品類におきましては、ヘアケア・ボディーケアシリーズの「シャルエーゼ」より、リピート購入を目的と

したお得なセット商品を発売し、化粧品全体の売上高は前年を上回りました。

前年、新たな商材として発売しました健康食品類につきましては、「ｎｓ（エヌエス）」ブランドとして４種

類の商品展開を図るとともに、インターネット等による通信販売を行う「シャルレダイレクトサービス」に「定期

お届け便」制度を導入し、愛用者の拡大を図ることができました。また、健康食品類の全４種類を2015年モンド・

セレクションに出品し、ダイエット・健康製品部門において全ての商品が金賞を受賞いたしました。

営業施策面におきましては、全代理店を対象とした「第32回シャルレ代理店セミナー」を開催し、経営方針や

各種施策の共有を図るとともに、代理店との一体感を醸成し、ビジネス活動の意欲喚起に繋げました。また、ビジ

ネスメンバー組織の活性化を目的に、単年度のインセンティブ施策を実施するとともに、組織拡大に繋がる教育研

修や現場支援に積極的に取り組んでまいりました。

前年、大阪心斎橋に出店いたしました直営店「シャルレ・ザ・ストア」におきましては、当社商品の試着や美

と健康に関する情報発信などのサービスを提供し、過去購入経験のある顧客からの再購入や、「シャルレ セル

フィア」等の新商品の試着を目的とした新規顧客の来店等の成果が見られました。

これらの結果、当第１四半期累計期間における当社の売上高は、衣料品類における新たなターゲット層への新

商品の投入や健康食品類の拡充により、39億40百万円（前年同四半期比11.9％増）となりました。その他、前年

同四半期の消費税率引き上げの反動による売上減少の影響も、当第１四半期は売上増加の一因となりました。利益

面につきましては、アウター類の売上高が計画通り推移した為、在庫評価損が大幅に減少し、営業利益は2億36百

万円（前年同四半期は1億4百万円の営業損失）、経常利益は2億46百万円（前年同四半期は93百万円の経常損

失）、四半期純利益は2億43百万円（前年同四半期は96百万円の四半期純損失）となりました。
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　②資産、負債及び純資産の状況

総資産は、現金及び預金の減少31億29百万円、有価証券の増加26億円、商品の減少1億39百万円等により前事業

年度末に比べ8億47百万円減少して229億25百万円となりました。

負債は、買掛金の減少2億86百万円、未払金の減少3億86百万円等により、前事業年度末に比べ7億43百万円減少

して25億14百万円となりました。

純資産は、利益配当金3億44百万円、四半期純利益2億43百万円等により、前事業年度末と比べ1億3百万円減少

して204億10百万円となりました。

以上の結果、自己資本比率は、前事業年度末の86.3％から89.0％に上昇しました。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

　当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、28百万円であります。なお、当第１四半期累計期間にお

いて、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 84,000,000

計 84,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,034,950 21,034,950
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数は100株であり

ます。

計 21,034,950 21,034,950 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
 

（百万円）

資本金残高
 

（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
－ 21,034 － 3,600 － 4,897

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式

1,869,300

－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

19,156,000

 

191,560
－

単元未満株式
普通株式

9,650

 

－
－

発行済株式総数 21,034,950 － －

総株主の議決権 － 191,560 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義失念株式100株が含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式にかかる議決権の数１個が含まれております。

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

 ㈱シャルレ

神戸市中央区港島中町

七丁目７番１号
1,869,300 - 1,869,300 8.89

計 － 1,869,300 - 1,869,300 8.89

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成27年４月１日から平成27

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、ひびき監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政

状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、

四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　　　0.4％

売上高基準　　　　 -％

利益基準　　　　　0.0％

利益剰余金基準　　0.3％

　上記の割合は、会社間項目の調整後の数値により算出しております。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,139 6,010

売掛金 105 106

有価証券 3,659 6,259

商品 3,594 3,455

貯蔵品 38 37

繰延税金資産 455 455

その他 229 152

貸倒引当金 △49 △51

流動資産合計 17,172 16,424

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,238 1,220

土地 907 907

その他（純額） 281 248

有形固定資産合計 2,427 2,377

無形固定資産   

ソフトウエア 923 883

その他 19 18

無形固定資産合計 943 902

投資その他の資産   

投資有価証券 1,587 1,583

前払年金費用 626 652

繰延税金資産 371 371

その他 649 620

貸倒引当金 △5 △5

投資その他の資産合計 3,229 3,221

固定資産合計 6,600 6,500

資産合計 23,772 22,925
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  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 834 547

未払金 950 563

未払法人税等 19 -

賞与引当金 282 129

その他 399 535

流動負債合計 2,487 1,775

固定負債   

売上割戻引当金 213 213

退職給付引当金 383 374

その他 174 150

固定負債合計 771 738

負債合計 3,258 2,514

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,600 3,600

資本剰余金 4,897 4,897

利益剰余金 13,326 13,224

自己株式 △1,295 △1,295

株主資本合計 20,528 20,427

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △14 △17

評価・換算差額等合計 △14 △17

純資産合計 20,514 20,410

負債純資産合計 23,772 22,925
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 3,521 3,940

売上原価 1,841 1,852

売上総利益 1,679 2,087

販売費及び一般管理費 1,784 1,851

営業利益又は営業損失（△） △104 236

営業外収益   

受取利息 1 2

有価証券利息 6 4

受取配当金 0 -

雑収入 4 4

営業外収益合計 12 11

営業外費用   

支払利息 0 0

雑損失 0 0

営業外費用合計 1 0

経常利益又は経常損失（△） △93 246

特別損失   

固定資産除却損 0 -

特別損失合計 0 -

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失

（△）
△93 246

法人税、住民税及び事業税 2 3

法人税等合計 2 3

四半期純利益又は四半期純損失（△） △96 243
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

減価償却費 99百万円 93百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

 配当金支払額

　　（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 287 15  平成26年３月31日  平成26年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年６月30日）

 配当金支払額

　　（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 344 18  平成27年３月31日  平成27年６月29日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社はレディースインナー等販売事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

　　１株当たり四半期純利益金額又は

　　１株当たり四半期純損失（△）金額
△5.03円 12.70円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失

（△）金額（百万円）
△96 243

普通株主に帰属しない金額（百万

円）
- -

普通株式に係る四半期純利益金額又は

四半期純損失(△）金額（百万円）
△96 243

普通株式の期中平均株式数（千株） 19,165 19,165

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

      おりません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成27年８月７日

株式会社シャルレ  

　　取締役会　御中  

 

 ひ び き 監 査 法 人  

 

 
代 表 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 田　 中　 郁　 生　 印

 

 
代 表 社 員
業 務 執 行 社 員

 

 
公認会計士 木　 下　 隆  志 　印

 

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シャル
レの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第41期事業年度の第１四半期会計期間（平成27年４月１日から平成27
年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな
わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論
を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ
る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シャルレの平成27年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了す
る第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 

 

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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